
ヨハネ 14:6 イエスは彼に言われた。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。 

わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。」 

Ⅰヨハネ 2:16 すべての世にあるもの、すなわち、肉の欲、 

目の欲、暮らし向きの自慢などは、御父から出たものではな

く、この世から出たものだからです。 

2:17 世と世の欲は滅び去ります。しかし、神のみこころを

行う者は、いつまでもながらえます。 

2017 年 5 月 28 日 

ヘロデの後悔 マルコの福音書 6:14～29   

1. ヘロデ・アンティパス（四分領主） 

(1) （幼子イエスを殺そうとした）ヘロデ大王の息子 

(2) 兄ピリポの妻ヘロデヤ（姪）に横恋慕、誘拐 

(3) ヘロデ、妻（アレタ王の娘）を離婚 

(4) ヘロデヤ、夫のピリポを離婚 

(5) ヘロデヤ、サロメ（ピリポとの間にできた娘）を連れてヘロデと再婚 

(6) アレタ王との戦争で多数の犠牲者が出る 

 

2. バプテスマのヨハネ、ヘロデを叱責  

(1) 「聖なる戒めに違反（近親婚）」  

(2) ヘロデ、ヨハネを幽閉。喜んで話を聞く 

(3) ヘロデヤ、ヨハネを恨む 

 

3. ヘロデヤの計略 

(1) ヘロデの弱点を熟知（人の評価、性的誘惑）      

(2) サロメの妖艶な舞い 

(3) 褒美にヨハネの首を要求！ 

(4) 断りきれず、ヨハネを斬首 

 

4. その後のヘロデとヘロデヤ 

(1) イエスの暗殺をたくらむ（ルカ 13:31） 

(2) イエスをなぶり嘲弄する（ルカ 23:6～12） 

(3) カリギュラ帝に王位を願い出て、かえって失脚、流刑   

 

5. 私たちの中に住む「ヘロデ」と「ヘロデヤ」 

(1) 先延ばし   「地獄への道は善意で敷き詰められている」 （サミュエル・ジョンソン） 

“The road to hell is paved with good intentions.”   

(2) 欲望を満たす生き方   

(3) 人を恐れ、神の声を拒む 

 

6. ヘロデとヨハネ 

(1) どちらの生き方が正解だったのか 

(2) 死は終わりではない   イエス・キリストの復活 

 

  

ガリラヤ 



福音メッセージ    ヘロデの後悔 
 

    マルコの福音書 6 章 14～29 節   【新改訳改訂第３版】 

 

 14 イエスの名が知れ渡ったので、ヘロデ王の耳にも入った。 

人々は、「バプテスマのヨハネが死人の中からよみがえったのだ。 

だから、あんな力が、彼のうちに働いているのだ」と言っていた。 

 15 別の人々は、「彼はエリヤだ」と言い、 

さらに別の人々は、「昔の預言者の中のひとりのような預言者だ」と言っていた。 

 16 しかし、ヘロデはうわさを聞いて、「私が首をはねたあのヨハネが生き返ったのだ」と言っていた。 

 17 実は、このヘロデが、自分の兄弟ピリポの妻ヘロデヤのことで、 

──ヘロデはこの女を妻としていた──人をやってヨハネを捕らえ、牢につないだのであった。 

 18 これは、ヨハネがヘロデに、「あなたが兄弟の妻を自分のものとしていることは不法です」と言い張ったからである。 

 19 ところが、ヘロデヤはヨハネを恨み、彼を殺したいと思いながら、果たせないでいた。 

 20 それはヘロデが、ヨハネを正しい聖なる人と知って、彼を恐れ、保護を加えていたからである。 

また、ヘロデはヨハネの教えを聞くとき、非常に当惑しながらも、喜んで耳を傾けていた。 

 21 ところが、良い機会が訪れた。ヘロデがその誕生日に、重臣や、千人隊長や、 

ガリラヤのおもだった人などを招いて、祝宴を設けたとき、 

 22 ヘロデヤの娘が入って来て、踊りを踊ったので、ヘロデも列席の人々も喜んだ。 

そこで王は、この少女に、「何でもほしい物を言いなさい。与えよう」と言った。 

 23 また、「おまえの望む物なら、私の国の半分でも、与えよう」と言って、誓った。 

 24 そこで少女は出て行って、「何を願いましょうか」とその母親に言った。 

すると母親は、「バプテスマのヨハネの首」と言った。 

 25 そこで少女はすぐに、大急ぎで王の前に行き、こう言って頼んだ。 

「今すぐに、バプテスマのヨハネの首を盆に載せていただきとうございます。」 

 26 王は非常に心を痛めたが、自分の誓いもあり、列席の人々の手前もあって、 

少女の願いを退けることを好まなかった。 

 27 そこで王は、すぐに護衛兵をやって、ヨハネの首を持って来るように命令した。 

護衛兵は行って、牢の中でヨハネの首をはね、 

 28 その首を盆に載せて持って来て、少女に渡した。少女は、それを母親に渡した。 

 29 ヨハネの弟子たちは、このことを聞いたので、やって来て、遺体を引き取り、墓に納めたのであった。 

 

 

 

 

 

 


